
特
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寄
稿

農
業
用
水
施
設
と
文
化
財

は
じ
め
に

今
年
、
六
月
に
出
さ
れ
た
文
化
審
議
会
の
答
申
に
基
づ

き
、
通

つ
う
じ
ゅ
ん
き
ょ
う

潤
橋
（
熊
本
県
上
益
城
郡
山や

ま

都と

町
）
が
国
宝
に
、

手て

取ど
り

川が
わ

七し
ち

ヶか

用よ
う

水す
い

取
水
施
設
（
石
川
県
白は
く

山さ
ん

市
）
が
重
要

文
化
財
に
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
（
九
月
二
十
五
日
官

報
告
示
）。

い
ず
れ
も
「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」
に
登
録
さ
れ

た
由
緒
の
あ
る
農
業
用
水
施
設
で
あ
る
。
今
回
、
さ
ら
に

文
化
的
価
値
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
こ
と
の
意
義
を
探
っ
て
み
た
い
。

文
化
財
と
農
業
用
水
施
設

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
文
化
財
行
政
に
あ
っ
て
は
、

建
造
物
、
工
芸
品
、
彫
刻
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
等
の

有
形
の
文
化
的
所
産
で
、
歴
史
上
、
芸
術
上
、
学
術
上
価

値
の
高
い
も
の
が
「
有
形
文
化
財
」
と
総
称
さ
れ
る
。
重

要
文
化
財
は
そ
の
う
ち
で
も
重
要
な
も
の
、
さ
ら
に
国
宝

は
、
世
界
文
化
の
見
地
か
ら
特
に
価
値
の
高
い
も
の
と
し

て
指
定
し
保
護
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
る
。

価
値
を
具
体
的
に
表
す
指
定
基
準
に
よ
れ
ば
、
重
要
文

化
財
は
①
意
匠
的
に
優
秀
、
②
技
術
的
に
優
秀
、
③
歴
史

的
価
値
が
高
い
、
④
学
術
的
価
値
が
高
い
、
⑤
流
派
的
ま

た
は
地
方
的
特
色
が
顕
著
、
と
い
う
基
準
の
ど
れ
か
に
該

当
し
、「
か
つ
、
各
時
代
又
は
類
型
の
典
型
と
な
る
も
の
」、

国
宝
は
「
重
要
文
化
財
の
う
ち
極
め
て
優
秀
で
、
か
つ
、

文
化
史
的
意
義
の
特
に
深
い
も
の
」
が
指
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
も
農
業
用
水
施
設
は
重
要
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
い
る
。
文
化
庁
の
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
と
、
近
世
以
前
の
も
の
で
は
、
通

潤
橋
が
一
九
六
〇
年
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
近
代
以
降

で
は
、
那な

須す

疏そ

水す
い

旧
取
水
施
設
（
栃
木
、
二
〇
〇
六
指

定
、
以
下
同
じ
）、
高た

か

梁は
し

川が
わ

東と
う

西ざ
い

用よ
う

水す
い

取
配
水
施
設
（
岡
山
、

二
〇
一
六
）、
豊ほ

う

稔ね
ん

池い
け

堰え
ん

堤て
い

（
香
川
、
二
〇
〇
六
）
及
び

白は
く

水す
い

溜た
め

池い
け

堰
堤
水
利
施
設
（
大
分
、
一
九
九
九
）
が
あ
る
。

那
須
疏
水
と
東
西
用
水
は
さ
き
の
基
準
③
、
豊
稔
池
で
は

②
及
び
③
、
白
水
溜
池
で
は
①
及
び
②
が
該
当
し
、
今
回

の
七
ヶ
用
水
も
③
と
さ
れ
る
。
通
潤
橋
で
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
指
定
時
の
説
明
に
「
例
の
少
な
い
特
異
な
遺
構

で
、
技
術
史
上
、
又
文
化
史
上
貴
重
な
遺
構
」
と
あ
る
。

通
潤
橋

文
化
審
議
会
答
申
は
、
通
潤
橋
を
「
近
世
水
利
土
木
施

設
の
到
達
点
を
示
す
近
世
石
橋
の
傑
作
」
と
し
て
、
以
下

の
説
明
を
付
す
。
①
技
術
、
②
歴
史
、
③
文
化
と
い
う
三

つ
の
視
点
か
ら
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

阿
蘇
南
外
輪
山
南
側
の
丘
陵
に
広
が
る
通
潤
用
水
の
一

部
を
な
し
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
建
設
さ
れ
た
石

造
水
路
橋
。
四
方
を
谷
で
隔
て
ら
れ
、
水
源
に
乏
し
い
白

糸
台
地
を
潤
す
た
め
、
近
世
最
大
級
の
石
造
ア
ー
チ
を
渓

谷
に
架
け
渡
し
、
鞘さ

や

石
垣
、
裏う
ら

築づ
き

等
の
技
術
を
駆
使
し
て

耐
震
性
を
高
め
た
精
緻
な
高
石
垣
と
、
耐
久
性
に
優
れ
た

通潤橋全景 （山都町教育委員会提供）

農
業
農
村
工
学
会

水
土
文
化
研
究
部
会
（
三
井
住
友
建
設
㈱
）　　

広
瀬

伸

石
管
か
ら
な
る
サ
イ
ホ
ン
を
一
体
化
し
た
、
技
術
的
完
成

度
の
極
め
て
高
い
、
近
世
石
橋
の
傑
作
。
こ
の
比
類
な
い

技
術
は
、
地
域
社
会
が
社
会
資
本
整
備
を
牽
引
す
る
役
割

を
担
っ
た
江
戸
後
期
及
び
末
期
に
お
い
て
、
企
画
立
案
か

ら
完
成
に
至
る
ま
で
卓
越
し
た
事
業
遂
行
能
力
を
発
揮
し

た
熊
本
藩
領
の
手て

永な
が

役
人
と
当
時
最
高
水
準
の
技
術
力
を

誇
っ
た
石
工
集
団
が
、
実
験
や
藩
と
の
協
議
を
繰
り
返
す

中
で
創
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
通
潤
橋
は
こ
れ
ら
営
み
の

優
れ
た
所
産
で
あ
り
、
近
世
水
利
土
木
施
設
の
到
達
形
態

の
一
つ
を
示
す
と
共
に
、
江
戸
末
期
に
九
州
で
興
隆
し
た

石
橋
文
化
を
象
徴
す
る
土
木
構
造
物
と
し
て
、
深
い
文
化

史
的
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

【
技
術
的
視
点
】

重
要
文
化
財
と
し
て
並
ぶ
長
崎
の
眼
鏡
橋
や
熊
本
の

霊れ
い
だ
い
き
ょ
う

台
橋
（
石
造
ア
ー
チ
橋
で
最
大
）
な
ど
と
同
列
に
見
ら

れ
が
ち
で
あ
る
が
、
通
潤
橋
は
、
こ
れ
ら
人
馬
の
通
行
用

の
橋
と
は
異
な
り
、
通
潤
用
水
の
一
部
、
し
か
も
要
を
な

す
水
路
橋
（
水
管
橋
）
で
あ
る
。

五ご

老ろ
う

滝た
き

川が
わ

の
深
い
谷
で
隔
て
ら
れ
た

台
地
に
で
き
る
だ
け
広
い
面
積
を
開
発

す
る
た
め
、
河
床
か
ら
一
五
間
（
約

二
七
m
）
の
高
さ
に
水
路
を
架
け
渡
す

こ
と
を
目
論
ん
だ
が
、
既
設
随
一
の
霊

台
橋
の
規
模
で
も
足
り
な
い
こ
と
か
ら
、

サ
イ
ホ
ン
水
路
を
橋
に
載
せ
る
と
い
う

独
創
に
よ
り
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
高

圧
の
管
水
路
は
、
数
度
に
わ
た
り
木
樋

に
よ
る
試
験
施
工
を
経
て
、
通
水
孔
を

穿
っ
た
石
材
を
漆
喰
で
接
合
す
る
管
形

式
と
し
た
。
サ
イ
ホ
ン
低
位
部
の
滞
留

土
砂
の
排
出
作
業
は
、
放
水
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
て
人
気
を
博
し
て
い
る
。

本
橋
の
独
自
の
形
式
は
、
近
代
以
降

に
鉄
管
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
普
及
す
る

ま
で
他
に
例
を
見
な
い
。
ま
た
、
サ
イ

ホ
ン
も
し
く
は
水
路
橋
と
し
て
の
規
模

も
当
時
の
最
大
級
で
あ
っ
た
。
本
橋
で

台
地
高
位
部
に
導
か
れ
た
水
（
上う

わ

井い

手で

）
は
、
潤
し
た
水
田
を
介
し
、
橋
の

直
上
流
か
ら
取
水
す
る
低
位
部
の
水
路

（
下し

た

井い

手で

）
が
承
け
て
反
復
利
用
さ
れ

る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
重
要
文
化
的

景
観「
通
潤
用
水
と
白
糸
台
地
の
棚
田
景
観
」（
二
〇
〇
八
）

を
維
持
し
て
い
る
（
図
1
）。

構
造
と
し
て
は
、
霊
台
橋
を
わ
ず
か
に
下
回
る
規
模
の

石
造
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。
石
材
は
橋
直
下
の
川
か
ら
採
取

さ
れ
た
。
橋
内
部
も
石
材
を
き
ち
ん
と
組
合
せ
る
裏
築
工

図1　通潤橋の構造と水の反復利用

通潤橋の概要
〇国宝指定の対象
通潤橋　 1基
【附指定】 御小屋、御試吹上樋（試験用の通水管）、石碑2基（「通潤橋」・「通潤橋建

築中勉勤之銘」）、「文書」2冊（「通潤橋仕法書」・「南手新井手記録」）
〇通潤用水の概要
●上井手
　笹原頭首工～通潤橋区間　幹線 4.7㎞　支線   6路線  6.3㎞
　通潤橋　　　　　　　　　サイホン式水管橋 78ｍ
　通潤橋～末端区間　　　　幹線 5.0㎞　支線 16路線 13.9㎞
●下井手　　　　　　　　　幹線 5.7㎞　支線   7路線   7.3㎞

〇通潤橋
橋長 78.0m（下流側橋長）
橋高 21.3m（上流側鞘石垣の下端から石垣上端まで）
幅　　6.6m（橋中央部）
アーチ径 15間3尺（約28.1m）（『通潤橋仕法書』等による）
通水管延長 119.0m（通水管3列のうち中央列延長）
取入口と吹上口の比高差　2.2m（取入口・吹上口底面の比高差）
取入口～通水管中央部の比高差 7.8m　通水管中央部～吹上口の比高差 5.3m
ただし、敷高ではなく通水管上面で計測

出典：『重要文化財通潤橋総合調査報告書』により広瀬作成
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っ
た
江
戸
後
期
及
び
末
期
に
お
い
て
、
企
画
立
案
か

ら
完
成
に
至
る
ま
で
卓
越
し
た
事
業
遂
行
能
力
を
発
揮
し

た
熊
本
藩
領
の
手て

永な
が

役
人
と
当
時
最
高
水
準
の
技
術
力
を

誇
っ
た
石
工
集
団
が
、
実
験
や
藩
と
の
協
議
を
繰
り
返
す

中
で
創
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
通
潤
橋
は
こ
れ
ら
営
み
の

優
れ
た
所
産
で
あ
り
、
近
世
水
利
土
木
施
設
の
到
達
形
態

の
一
つ
を
示
す
と
共
に
、
江
戸
末
期
に
九
州
で
興
隆
し
た

石
橋
文
化
を
象
徴
す
る
土
木
構
造
物
と
し
て
、
深
い
文
化

史
的
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

【
技
術
的
視
点
】

重
要
文
化
財
と
し
て
並
ぶ
長
崎
の
眼
鏡
橋
や
熊
本
の

霊れ
い
だ
い
き
ょ
う

台
橋
（
石
造
ア
ー
チ
橋
で
最
大
）
な
ど
と
同
列
に
見
ら

れ
が
ち
で
あ
る
が
、
通
潤
橋
は
、
こ
れ
ら
人
馬
の
通
行
用

の
橋
と
は
異
な
り
、
通
潤
用
水
の
一
部
、
し
か
も
要
を
な

す
水
路
橋
（
水
管
橋
）
で
あ
る
。

五ご

老ろ
う

滝た
き

川が
わ

の
深
い
谷
で
隔
て
ら
れ
た

台
地
に
で
き
る
だ
け
広
い
面
積
を
開
発

す
る
た
め
、
河
床
か
ら
一
五
間
（
約

二
七
m
）
の
高
さ
に
水
路
を
架
け
渡
す

こ
と
を
目
論
ん
だ
が
、
既
設
随
一
の
霊

台
橋
の
規
模
で
も
足
り
な
い
こ
と
か
ら
、

サ
イ
ホ
ン
水
路
を
橋
に
載
せ
る
と
い
う

独
創
に
よ
り
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
高

圧
の
管
水
路
は
、
数
度
に
わ
た
り
木
樋

に
よ
る
試
験
施
工
を
経
て
、
通
水
孔
を

穿
っ
た
石
材
を
漆
喰
で
接
合
す
る
管
形

式
と
し
た
。
サ
イ
ホ
ン
低
位
部
の
滞
留

土
砂
の
排
出
作
業
は
、
放
水
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
て
人
気
を
博
し
て
い
る
。

本
橋
の
独
自
の
形
式
は
、
近
代
以
降

に
鉄
管
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
普
及
す
る

ま
で
他
に
例
を
見
な
い
。
ま
た
、
サ
イ

ホ
ン
も
し
く
は
水
路
橋
と
し
て
の
規
模

も
当
時
の
最
大
級
で
あ
っ
た
。
本
橋
で

台
地
高
位
部
に
導
か
れ
た
水
（
上う

わ

井い

手で

）
は
、
潤
し
た
水
田
を
介
し
、
橋
の

直
上
流
か
ら
取
水
す
る
低
位
部
の
水
路

（
下し

た

井い

手で

）
が
承
け
て
反
復
利
用
さ
れ

る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
重
要
文
化
的

景
観「
通
潤
用
水
と
白
糸
台
地
の
棚
田
景
観
」（
二
〇
〇
八
）

を
維
持
し
て
い
る
（
図
1
）。

構
造
と
し
て
は
、
霊
台
橋
を
わ
ず
か
に
下
回
る
規
模
の

石
造
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。
石
材
は
橋
直
下
の
川
か
ら
採
取

さ
れ
た
。
橋
内
部
も
石
材
を
き
ち
ん
と
組
合
せ
る
裏
築
工

図1　通潤橋の構造と水の反復利用

通潤橋の概要
〇国宝指定の対象
通潤橋　 1基
【附指定】 御小屋、御試吹上樋（試験用の通水管）、石碑2基（「通潤橋」・「通潤橋建

築中勉勤之銘」）、「文書」2冊（「通潤橋仕法書」・「南手新井手記録」）
〇通潤用水の概要
●上井手
　笹原頭首工～通潤橋区間　幹線 4.7㎞　支線   6路線  6.3㎞
　通潤橋　　　　　　　　　サイホン式水管橋 78ｍ
　通潤橋～末端区間　　　　幹線 5.0㎞　支線 16路線 13.9㎞
●下井手　　　　　　　　　幹線 5.7㎞　支線   7路線   7.3㎞

〇通潤橋
橋長 78.0m（下流側橋長）
橋高 21.3m（上流側鞘石垣の下端から石垣上端まで）
幅　　6.6m（橋中央部）
アーチ径 15間3尺（約28.1m）（『通潤橋仕法書』等による）
通水管延長 119.0m（通水管3列のうち中央列延長）
取入口と吹上口の比高差　2.2m（取入口・吹上口底面の比高差）
取入口～通水管中央部の比高差 7.8m　通水管中央部～吹上口の比高差 5.3m
ただし、敷高ではなく通水管上面で計測

出典：『重要文化財通潤橋総合調査報告書』により広瀬作成
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法
で
固
め
、
両
岸
の
ア
ー
チ
基
礎
は
熊
本
城
の
よ
う
に
反

り
を
持
つ
鞘
石
垣
で
補
強
す
る
な
ど
、
石
工
の
技
術
の
粋

を
凝
ら
し
、
熊
本
地
震
（
二
〇
一
六
）
で
も
致
命
的
な
破

壊
を
免
れ
た
。
こ
う
し
て
、
幕
末
期
に
お
け
る
最
高
水
準

の
技
術
の
結
晶
が
今
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

【
歴
史
的
視
点
】

通
潤
用
水
事
業
は
矢
部
手
永
が
実
施
し
た
。「
手
永
」

と
は
、
百
姓
出
身
の
役
人
、
惣
庄
屋
が
数
ヶ
村
の
区
域
を

統
括
す
る
、
熊
本
藩
独
特
の
地
域
行
政
機
構
で
あ
る
。
自

主
財
源
・
職
員
を
擁
し
大
き
な
行
財
政
機
能
を
持
ち
、
矢

部
で
は
、
惣
庄
屋
布ふ

田た

保や
す

之の

助す
け

の
指
揮
下
、
道
路
や
用
水

な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
手
が
け
て
い
た
。
通
潤
用
水
も
、

こ
の
体
制
下
に
莫
大
な
資
金
と
技
術
・
人
員
を
結
集
し
て

実
現
し
た
。
こ
う
し
て
本
橋
は
、
地
域
に
よ
り
社
会
資
本

整
備
が
進
め
ら
れ
た
近
世
後
期
の
代
表
例
と
評
価
さ
れ
る
。

な
お
、
事
業
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ホ
ン
の

試
験
施
工
過
程
を
記
す
『
通
潤
橋
仕
法
書
』
ほ
か
の
文
書

が
残
さ
れ
、
今
回
、
そ
れ
ら
も
重
要
文
化
財
と
一
体
を
な

し
て
価
値
を
形
成
す
る
「
附

つ
け
た
り」

指
定
と
な
っ
た
。

【
文
化
的
視
点
】

当
時
、
水
路
橋
や
サ
イ
ホ
ン
を
造
る
な
ら
、
通
常
は
木

製
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
十
数
年
ご
と
に
架
替
え
が
必

要
で
、
近
代
以
降
、
た
い
て
い
は
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

施
設
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
そ
ん
な
一
般
的
な
事
情
に
反

し
、
通
潤
橋
は
ほ
ぼ
建
造
時
の
ま
ま
現
存
す
る
。

そ
の
理
由
に
機
能
上
・
構
造
上
健
全
性
が
保
た
れ
た
こ

と
は
当
然
で
あ
る
が
、
地
域
に
根
付
い
た
石
の
文
化
も
背

景
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
を
豊

富
に
産
出
し
て
優
れ
た
加
工
技
術
を
持
つ
職
人
も
育
ち
、

長
大
橋
と
い
え
ど
も
、
他
の
地
域
の
よ
う
に
橋
脚
を
多
数

立
て
た
木
橋
よ
り
も
石
造
ア
ー
チ
橋
が
選
択
さ
れ
た
「
石

橋
文
化
」
で
あ
る
。
通
潤
橋
は
そ
の
象
徴
で
あ
る
。

手
取
川
七
ヶ
用
水
取
水
施
設

答
申
で
「
七
つ
の
取
水
施
設
を
統
合
し
た
明
治
後
期
の

代
表
的
農
業
用
水
施
設
」
と
さ
れ
る
本
施
設
に
は
以
下
の

説
明
が
あ
る
。
歴
史
的
価
値
が
指
定
根
拠
と
な
る
こ
と
か

ら
、
①
歴
史
及
び
②
技
術
の
視
点
よ
り
特
徴
を
見
る
。

手
取
川
を
水
源
と
し
、
金
沢
平
野
一
帯
を
形
成
す
る
手

取
川
扇
状
地
の
要
の
位
置
に
立
地
す
る
明
治
三
十
四
年
建

設
の
取
水
施
設
。
近
世
来
の
小
規
模
な
取
水
施
設
を
統
合

（
合
口
化
）
し
、
施
設
の
大
規
模
化
と
水
利
用
の
合
理
化
を

図
っ
た
合
口
取
水
施
設
と
し
て
我
が
国
現
存
最
古
の
も
の

で
あ
る
。
取
水
施
設
は
、
石
造
及
び
煉
瓦
造
の
大
水
門
と

煉
瓦
造
の
富
樫
用
水
取
入
口
水
門
、
全
長
二
一
〇
ｍ
超
を

測
る
煉
瓦
造
の
一
〜
三
号
隧
道
（
ト
ン
ネ
ル
）
及
び
予
備

隧
道
か
ら
な
る
。
北
陸
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
金
沢
平

野
を
潤
す
手
取
川
七
ヶ
用
水
の
基
幹
施
設
で
あ
り
、
明
治

後
期
を
代
表
す
る
農
業
用
水
施
設
の
一
つ
と
し
て
評
価
さ

れ
る
。

【
歴
史
的
視
点
】

白
山
を
源
と
す
る
手
取
川
の
扇
状
地
で
は
、川
の
本
流
・

分
流
を
利
用
し
た
用
水
が
発
達
し
て
き
た
。
手
取
川
の
流

路
は
明
治
期
の
本
格
的
な
改
修
ま
で
固
定
さ
れ
ず
、
流
況

も
不
安
定
で
あ
っ
た
う
え
に
、
多
数
の
取
水
が
渇
水
期
の

用
水
不
足
を
招
い
て
い
た
。
本
施
設
は
、
旧
来
そ
れ
ぞ
れ

に
取
水
し
て
い
た
七
つ
の
用
水
の
取
入
口
を
一
つ
に
統
合

し
た
合
口
事
業
の
成
果
で
あ
る
（
図
2
）。

合
口
は
、
堤
防
の
弱
点
を
削
減
し
、
利
水
者
間
の
紛
争

図2　七ヶ用水取水口の変遷

手取川七ヶ用水取水施設の概要
〇重要文化財指定の対象
手取川七ヶ用水取水施設　2基、1所
大水門、取入口隧道、富樫用水取入口
水門
【附指定】関係文書2冊

〇施設の概要
●大水門　 明治34年建設、石造及び

煉瓦造水門、幅員16.2m、
機械室付

● 取入口隧道　明治34年建設、煉瓦
造隧道
　　第一号水路 延長 209.7m
　　第二号水路 延長 213.2m
　　第三号水路 延長 215.5m
　　予備水路　 延長   48.1m
●富樫用水取入口水門
明治36年頃建設、煉瓦造水門、
幅員10.7m

出典：白山市ホームページ

緩
和
に
も
な
る
が
、
実
現
に
は
上
下
流
の
利
害
調
整
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
災
害
に
伴
う
河
川
改
修
や
新
た

に
水
を
使
う
水
力
発
電
な
ど
外
部
の
契
機
が
強
力
に
働
い

た
。
利
水
者
が
協
働
し
て
対
抗
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
施

設
改
修
の
経
費
負
担
や
水
源
増
強
と
い
っ
た
共
通
の
利
益

に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
農
業
側
の
合
口
が
で

き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
事
業
も
成
就
し
な
か
っ
た
。

一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
の
常じ

ょ
う
が
ん
じ
が
わ

願
寺
川
（
富
山
）

を
皮
切
り
に
、
北
陸
地
方
を
は
じ
め
各
地
で
合
口
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
時
期
以
降
、
河
川
改
修
や
発
電

事
業
な
ど
、
近
代
日
本
が
強
力
に
推
進
し
た
諸
施
策
が
そ

の
契
機
を
な
し
た
。
本
施
設
は
、
そ
の
よ
う
に
わ
が
国
の

近
代
化
の
一
翼
を
担
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
合
口
事
業
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

【
技
術
的
視
点
】

〇
大
水
門
：
三
列
の
隧
道
の
入
口
に
あ
り
、
四
本
の
石

柱
（
内
部
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
と
間
に
レ
ン
ガ
壁
、

そ
の
上
に
水
門
扉
操
作
の
た
め
の
木
造
機
械
室
が

載
る
。
現
在
水
路
は
一
列
の
み
使
用
さ
れ
て
お
り
、

改
修
済
の
水
門
扉
が
開
閉
さ
れ
る
（
当
初
は
木

製
で
一
〇
尺
﹇
三
・
〇
三
m
﹈
四
方
、
八
寸
五
分

﹇
二
五
・
八
㎝
﹈
厚
）。

〇
取
入
口
隧
道
：
高
さ
九
尺
八
寸
（
三
・
〇
m
）、

幅
九
尺
（
二
・
七
m
）、
断
面
積
二
・
一
四
三
坪

（
七
・
一
㎡
）
の
半
円
ア
ー
チ
式
の
も
の
が
六
尺

（
一
・
八
m
）
の
離
隔
を
持
っ
て
三
列
。
内
巻
き

は
レ
ン
ガ
で
、
イ
ン
バ
ー
ト
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
。

〇
富
樫
用
水
取
入
口
水
門
：
七
ヶ
用
水
で
取
水
後

最
初
の
分
水
門
。
三
門
の
水
門
扉
と
両
岸
の
橋

台
、
二
基
の
橋
脚
及
び
橋
桁
で
構
成
。
橋
脚
の

一
部
が
石
造
の
他
は
ほ
ぼ
レ
ン
ガ
造
。
水
門
扉

は
後
年
改
修
済
。

合
口
で
新
設
す
る
取
水
口
は
、
岩
山
が
突
き
出

し
て
川
の
瀬
が
直
突
す
る
位
置
が
選
ば
れ
、
ア
ク

ド
ガ
渕
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
こ
は
幕
末
期
に
村
肝

煎
枝え

だ

権ご
ん

兵べ

衛え

が
富
樫
用
水
（
合
口
す
る
七
用
水
の

一
つ
）
の
取
水
口
を
設
け
、
隧
道
で
水
を
引
い
た

始
点
で
あ
り
、
こ
う
し
た
技
術
的
判
断
に
は
伝
統

が
生
き
て
い
る
と
い
え
る
。

合
口
の
計
画
や
施
設
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
先
行
し
た

常
願
寺
川
で
内
務
省
工
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ
が
指
導

し
た
常じ

ょ
う
さ
い西用

水
の
合
口
事
業
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
大
水
門
の
構
造
は
、
現
存
し
な
い
常
西
用
水
の

隧
道
坑
口
の
写
真
に
類
似
し
て
お
り
、
と
も
に
当
時
の
先

進
的
な
建
設
技
術
の
成
果
を
示
し
て
い
る
。

価
値
の
共
有
に
向
け
て

農
業
用
水
施
設
は
、
収
蔵
庫
や
陳
列
棚
に
安
置
す
る
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
、
個
々
の
施
設
を
採
り
上
げ
て
価
値

づ
け
す
る
の
は
、
用
水
全
体
と
し
て
機
能
す
る
施
設
に
対

す
る
特
殊
な
関
心
で
あ
ろ
う
。
重
要
文
化
財
に
な
ら
ず
と

も
、
農
業
用
水
施
設
の
使
用
価
値
は
食
料
の
安
定
的
供
給

を
は
じ
め
、
国
民
が
広
く
享
受
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
文

化
的
価
値
は
も
ち
ろ
ん
、
諸
価
値
の
保
全
を
健
全
に
図
り
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
現
代
人
の
責
務
と
考
え
る
。

縁
あ
っ
て
、
通
潤
橋
の
歴
史
的
調
査
の
一
端
に
連
ね
て

い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
今
回
の
指
定
を
現
地
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
喜
び
た
い
。
そ
れ
以
上
に
、
本
来
の
機
能
を
十

全
に
発
揮
さ
せ
維
持
し
な
が
ら
、
高
い
文
化
的
価
値
を
保

全
す
る
困
難
な
課
題
を
全
う
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、

改
め
て
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
等
】

山
都
町
教
育
委
員
会
編
・
発
行
（
二
〇
二
三
）：
重
要
文
化
財
通
潤
橋
総

合
調
査
報
告
書

手
取
川
七
ヶ
用
水
土
地
改
良
区
編
・
発
行
（
一
九
八
二
）：
手
取
川
七
ヶ

用
水
誌

上
巻

白
山
市
教
育
委
員
会
編
・
発
行
（
二
〇
一
九
）：
石
川
県
白
山
市
白
山
手

取
川
七
ヶ
用
水
施
設
群
調
査
報
告
書

【隧道（第二号水路中間部）】

【富樫用水取水口】

【大水門正面】

【隧道出口】

七ヶ用水取水施設 （白山市提供）
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法
で
固
め
、
両
岸
の
ア
ー
チ
基
礎
は
熊
本
城
の
よ
う
に
反

り
を
持
つ
鞘
石
垣
で
補
強
す
る
な
ど
、
石
工
の
技
術
の
粋

を
凝
ら
し
、
熊
本
地
震
（
二
〇
一
六
）
で
も
致
命
的
な
破

壊
を
免
れ
た
。
こ
う
し
て
、
幕
末
期
に
お
け
る
最
高
水
準

の
技
術
の
結
晶
が
今
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

【
歴
史
的
視
点
】

通
潤
用
水
事
業
は
矢
部
手
永
が
実
施
し
た
。「
手
永
」

と
は
、
百
姓
出
身
の
役
人
、
惣
庄
屋
が
数
ヶ
村
の
区
域
を

統
括
す
る
、
熊
本
藩
独
特
の
地
域
行
政
機
構
で
あ
る
。
自

主
財
源
・
職
員
を
擁
し
大
き
な
行
財
政
機
能
を
持
ち
、
矢

部
で
は
、
惣
庄
屋
布ふ

田た

保や
す

之の

助す
け

の
指
揮
下
、
道
路
や
用
水

な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
手
が
け
て
い
た
。
通
潤
用
水
も
、

こ
の
体
制
下
に
莫
大
な
資
金
と
技
術
・
人
員
を
結
集
し
て

実
現
し
た
。
こ
う
し
て
本
橋
は
、
地
域
に
よ
り
社
会
資
本

整
備
が
進
め
ら
れ
た
近
世
後
期
の
代
表
例
と
評
価
さ
れ
る
。

な
お
、
事
業
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ホ
ン
の

試
験
施
工
過
程
を
記
す
『
通
潤
橋
仕
法
書
』
ほ
か
の
文
書

が
残
さ
れ
、
今
回
、
そ
れ
ら
も
重
要
文
化
財
と
一
体
を
な

し
て
価
値
を
形
成
す
る
「
附

つ
け
た
り」

指
定
と
な
っ
た
。

【
文
化
的
視
点
】

当
時
、
水
路
橋
や
サ
イ
ホ
ン
を
造
る
な
ら
、
通
常
は
木

製
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
十
数
年
ご
と
に
架
替
え
が
必

要
で
、
近
代
以
降
、
た
い
て
い
は
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

施
設
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
そ
ん
な
一
般
的
な
事
情
に
反

し
、
通
潤
橋
は
ほ
ぼ
建
造
時
の
ま
ま
現
存
す
る
。

そ
の
理
由
に
機
能
上
・
構
造
上
健
全
性
が
保
た
れ
た
こ

と
は
当
然
で
あ
る
が
、
地
域
に
根
付
い
た
石
の
文
化
も
背

景
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
を
豊

富
に
産
出
し
て
優
れ
た
加
工
技
術
を
持
つ
職
人
も
育
ち
、

長
大
橋
と
い
え
ど
も
、
他
の
地
域
の
よ
う
に
橋
脚
を
多
数

立
て
た
木
橋
よ
り
も
石
造
ア
ー
チ
橋
が
選
択
さ
れ
た
「
石

橋
文
化
」
で
あ
る
。
通
潤
橋
は
そ
の
象
徴
で
あ
る
。

手
取
川
七
ヶ
用
水
取
水
施
設

答
申
で
「
七
つ
の
取
水
施
設
を
統
合
し
た
明
治
後
期
の

代
表
的
農
業
用
水
施
設
」
と
さ
れ
る
本
施
設
に
は
以
下
の

説
明
が
あ
る
。
歴
史
的
価
値
が
指
定
根
拠
と
な
る
こ
と
か

ら
、
①
歴
史
及
び
②
技
術
の
視
点
よ
り
特
徴
を
見
る
。

手
取
川
を
水
源
と
し
、
金
沢
平
野
一
帯
を
形
成
す
る
手

取
川
扇
状
地
の
要
の
位
置
に
立
地
す
る
明
治
三
十
四
年
建

設
の
取
水
施
設
。
近
世
来
の
小
規
模
な
取
水
施
設
を
統
合

（
合
口
化
）
し
、
施
設
の
大
規
模
化
と
水
利
用
の
合
理
化
を

図
っ
た
合
口
取
水
施
設
と
し
て
我
が
国
現
存
最
古
の
も
の

で
あ
る
。
取
水
施
設
は
、
石
造
及
び
煉
瓦
造
の
大
水
門
と

煉
瓦
造
の
富
樫
用
水
取
入
口
水
門
、
全
長
二
一
〇
ｍ
超
を

測
る
煉
瓦
造
の
一
〜
三
号
隧
道
（
ト
ン
ネ
ル
）
及
び
予
備

隧
道
か
ら
な
る
。
北
陸
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
金
沢
平

野
を
潤
す
手
取
川
七
ヶ
用
水
の
基
幹
施
設
で
あ
り
、
明
治

後
期
を
代
表
す
る
農
業
用
水
施
設
の
一
つ
と
し
て
評
価
さ

れ
る
。

【
歴
史
的
視
点
】

白
山
を
源
と
す
る
手
取
川
の
扇
状
地
で
は
、川
の
本
流
・

分
流
を
利
用
し
た
用
水
が
発
達
し
て
き
た
。
手
取
川
の
流

路
は
明
治
期
の
本
格
的
な
改
修
ま
で
固
定
さ
れ
ず
、
流
況

も
不
安
定
で
あ
っ
た
う
え
に
、
多
数
の
取
水
が
渇
水
期
の

用
水
不
足
を
招
い
て
い
た
。
本
施
設
は
、
旧
来
そ
れ
ぞ
れ

に
取
水
し
て
い
た
七
つ
の
用
水
の
取
入
口
を
一
つ
に
統
合

し
た
合
口
事
業
の
成
果
で
あ
る
（
図
2
）。

合
口
は
、
堤
防
の
弱
点
を
削
減
し
、
利
水
者
間
の
紛
争

図2　七ヶ用水取水口の変遷

手取川七ヶ用水取水施設の概要
〇重要文化財指定の対象
手取川七ヶ用水取水施設　2基、1所
大水門、取入口隧道、富樫用水取入口
水門
【附指定】関係文書2冊

〇施設の概要
●大水門　 明治34年建設、石造及び

煉瓦造水門、幅員16.2m、
機械室付

● 取入口隧道　明治34年建設、煉瓦
造隧道
　　第一号水路 延長 209.7m
　　第二号水路 延長 213.2m
　　第三号水路 延長 215.5m
　　予備水路　 延長   48.1m
●富樫用水取入口水門
明治36年頃建設、煉瓦造水門、
幅員10.7m

出典：白山市ホームページ

緩
和
に
も
な
る
が
、
実
現
に
は
上
下
流
の
利
害
調
整
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
災
害
に
伴
う
河
川
改
修
や
新
た

に
水
を
使
う
水
力
発
電
な
ど
外
部
の
契
機
が
強
力
に
働
い

た
。
利
水
者
が
協
働
し
て
対
抗
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
施

設
改
修
の
経
費
負
担
や
水
源
増
強
と
い
っ
た
共
通
の
利
益

に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
農
業
側
の
合
口
が
で

き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
事
業
も
成
就
し
な
か
っ
た
。

一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
の
常じ

ょ
う
が
ん
じ
が
わ

願
寺
川
（
富
山
）

を
皮
切
り
に
、
北
陸
地
方
を
は
じ
め
各
地
で
合
口
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
時
期
以
降
、
河
川
改
修
や
発
電

事
業
な
ど
、
近
代
日
本
が
強
力
に
推
進
し
た
諸
施
策
が
そ

の
契
機
を
な
し
た
。
本
施
設
は
、
そ
の
よ
う
に
わ
が
国
の

近
代
化
の
一
翼
を
担
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
合
口
事
業
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

【
技
術
的
視
点
】

〇
大
水
門
：
三
列
の
隧
道
の
入
口
に
あ
り
、
四
本
の
石

柱
（
内
部
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
と
間
に
レ
ン
ガ
壁
、

そ
の
上
に
水
門
扉
操
作
の
た
め
の
木
造
機
械
室
が

載
る
。
現
在
水
路
は
一
列
の
み
使
用
さ
れ
て
お
り
、

改
修
済
の
水
門
扉
が
開
閉
さ
れ
る
（
当
初
は
木

製
で
一
〇
尺
﹇
三
・
〇
三
m
﹈
四
方
、
八
寸
五
分

﹇
二
五
・
八
㎝
﹈
厚
）。

〇
取
入
口
隧
道
：
高
さ
九
尺
八
寸
（
三
・
〇
m
）、

幅
九
尺
（
二
・
七
m
）、
断
面
積
二
・
一
四
三
坪

（
七
・
一
㎡
）
の
半
円
ア
ー
チ
式
の
も
の
が
六
尺

（
一
・
八
m
）
の
離
隔
を
持
っ
て
三
列
。
内
巻
き

は
レ
ン
ガ
で
、
イ
ン
バ
ー
ト
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
。

〇
富
樫
用
水
取
入
口
水
門
：
七
ヶ
用
水
で
取
水
後

最
初
の
分
水
門
。
三
門
の
水
門
扉
と
両
岸
の
橋

台
、
二
基
の
橋
脚
及
び
橋
桁
で
構
成
。
橋
脚
の

一
部
が
石
造
の
他
は
ほ
ぼ
レ
ン
ガ
造
。
水
門
扉

は
後
年
改
修
済
。

合
口
で
新
設
す
る
取
水
口
は
、
岩
山
が
突
き
出

し
て
川
の
瀬
が
直
突
す
る
位
置
が
選
ば
れ
、
ア
ク

ド
ガ
渕
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
こ
は
幕
末
期
に
村
肝

煎
枝え

だ

権ご
ん

兵べ

衛え

が
富
樫
用
水
（
合
口
す
る
七
用
水
の

一
つ
）
の
取
水
口
を
設
け
、
隧
道
で
水
を
引
い
た

始
点
で
あ
り
、
こ
う
し
た
技
術
的
判
断
に
は
伝
統

が
生
き
て
い
る
と
い
え
る
。

合
口
の
計
画
や
施
設
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
先
行
し
た

常
願
寺
川
で
内
務
省
工
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ
が
指
導

し
た
常じ

ょ
う
さ
い西用

水
の
合
口
事
業
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
大
水
門
の
構
造
は
、
現
存
し
な
い
常
西
用
水
の

隧
道
坑
口
の
写
真
に
類
似
し
て
お
り
、
と
も
に
当
時
の
先

進
的
な
建
設
技
術
の
成
果
を
示
し
て
い
る
。

価
値
の
共
有
に
向
け
て

農
業
用
水
施
設
は
、
収
蔵
庫
や
陳
列
棚
に
安
置
す
る
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
、
個
々
の
施
設
を
採
り
上
げ
て
価
値

づ
け
す
る
の
は
、
用
水
全
体
と
し
て
機
能
す
る
施
設
に
対

す
る
特
殊
な
関
心
で
あ
ろ
う
。
重
要
文
化
財
に
な
ら
ず
と

も
、
農
業
用
水
施
設
の
使
用
価
値
は
食
料
の
安
定
的
供
給

を
は
じ
め
、
国
民
が
広
く
享
受
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
文

化
的
価
値
は
も
ち
ろ
ん
、
諸
価
値
の
保
全
を
健
全
に
図
り
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
現
代
人
の
責
務
と
考
え
る
。

縁
あ
っ
て
、
通
潤
橋
の
歴
史
的
調
査
の
一
端
に
連
ね
て

い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
今
回
の
指
定
を
現
地
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
喜
び
た
い
。
そ
れ
以
上
に
、
本
来
の
機
能
を
十

全
に
発
揮
さ
せ
維
持
し
な
が
ら
、
高
い
文
化
的
価
値
を
保

全
す
る
困
難
な
課
題
を
全
う
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、

改
め
て
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
等
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